
プール開き　6月5日（高富小学校にて）
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7月 31，673人（－13）

男 15，566人（－ 9）

女 16，107人（－ 4）

世帯数 9，784戸（＋ 4）

（平成15年6月1日現在）

人口の動き

不燃ゴミ

粗大ゴミ

23日

24日

17日

22日

10日・14日

15日・16日

28日
08日

カン・白

色トレイ

11日

14日

21日

16日
09日
18日
16日
28日
04日

びん・ペ

ットボトル

17日

22日

19日

12日

19日

森・南・旭ヶ丘・蛍ヶ丘・田倉

大北・石田町・山本・双葉台・京

ヶ洞・星ヶ丘・南屋敷・石畑・美里

北町・栄町・仲町・本町1、2、3丁目

共和町

佐賀・見晴台・金池

東深瀬・高木東・阿原

西深瀬

高木（高木東・阿原を除く）

梅原

桜尾

不燃ゴミ

粗大ゴミ

09日

29日・30日

02日
0
1日

02日
0
3日

0
7日

カン・白

色トレイ

03日
01日
02日

24日

26日

25日

23日

25日

びん・ペ

ットボトル

19日

15日

05日

0
8日

10日

8日

大桑

長滝・平井・掛・松尾・上願

洞田・小倉・大森・藤倉・大門

北山

原

谷合

北武芸

乾

富波

岩佐

中洞

（）内は前月比

☆基本健診・胃がん検診・大腸がん検診・結核・肺がん検診（6月～8月）受診希望者には個別通知でお知
らせします。くわしくは健康課までお問い合わせください。（ 22・6839）

1歳6か月児健診 受付13：00～13：15、
3歳児健診 受付13：30～13：45（美山構造改
善センター）

はみがきけんしん 13：00～14：00（保健福祉
ふれあいセンター）
子宮がん集団検診（伊自良老人福祉センター）

はみがきけんしん 13：00～14：00（美山構造
改善センター）
離乳食教室 10：30～13：00（保健福祉ふれ
あいセンター）

ママパパクラス 10：00～11：30（保健福祉ふ
れあいセンター）

休日診療：森医院（山県市高富 22・1024）

乳幼児相談 10：00～11：00（保健福祉ふれ
あいセンター）

弁護士相談 受付13：00～14：30（山県市役
所3階304会議室）

休日診療：岡本医院（山県市佐賀 22・3687）

行政相談 13：00～15：00（伊自良老人福祉
センター・美山支所住民相談室）
人権擁護相談 13：00～15：00（美山支所住
民相談室）

3歳児健診 受付13：00～13：15、1歳6か月
児健診 受付13：30～13：45、10・11か月児
と3・4か月児健診 受付14：00～14：15（伊
自良老人福祉センター）

01日○火

02日○水

03日○木

04日○金

05日○土

06日○日

07日○月

08日○火

09日○水

10日○木

11日○金

12日○土

13日○日

14日○月

15日○火

16日○水

乳がん集団検診（美山構造改善センター）

休日診療：なりみやクリニック（山県市高富
22・1213）
休日診療：鳥澤医院（山県市大森 36・2311）

10・11か月児健診 受付13：30～13：45、
3・4か月児健診 受付13：00～13：15（美山
構造改善センター）

心の相談 13：30～15：00 （保健福祉ふれ
あいセンター）
乳がん集団検診（桜尾公民館）

休日診療：後藤医院（岐阜市三輪 058 ・
229・1031）

3歳児健診 受付13：00～14：00（保健福祉ふ
れあいセンター）

はみがきけんしん 13：00～14：00 （保健福
祉ふれあいセンター）
乳がん集団検診（桜尾公民館）

休日診療：松井医院（岐阜市石原 058 ・
229・5655）
はみがきけんしん 13：00～14：00 （伊自良
老人福祉センター）

17日�
18日○金

19日�
20日○日

21日�
22日�

23日�

24日�

25日○金

26日�

27日�

28日�
29日�

30日�

31日�

01日○金

02日○土

03日○日

04日○月

05日○火

8月
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■
本
格
予
算
の
あ
ら
ま
し

市
長
就
任
直
後
か
ら
本
格
予
算
の

編
成
に
着
手
し
、
ま
と
め
上
げ
た
予

算
原
案
が
、
六
月
開
催
の
定
例
会
に

お
い
て
原
案
ど
お
り
可
決
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

打
ち
切
り
決
算
に
伴
う
繰
越
分
を

除
い
た
歳
出
規
模
の
予
算
総
額
は
二

百
二
十
九
億
六
千
四
百
九
十
四
万
三

千
円
で
、
う
ち
一
般
会
計
の
歳
出
額

は
百
四
十
三
億
二
千
九
百
八
十
六
万

四
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
該
予
算
の
中
に
は
、
合
併
前
の

旧
三
町
村
分
の
他
に
、
合
併
に
よ
り

解
散
し
た
一
部
事
務
組
合
（
山
県
消

防
組
合
他
、
旧
3
町
村
で
構
成
し
て

い
た
四
つ
の
一
部
事
務
組
合
）
の
分

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
対
前
年
度
の
実
質
的

な
増
減
を
単
純
に
は
比
較
で
き
ま
せ

ん
が
、
繰
越
分
を
除
い
た
歳
出
予
算

総
額
・
一
般
会
計
歳
出
予
算
額
は
、

と
も
に
三
パ
ー
セ
ン
ト
強
の
増
加
率

で
あ
る
と
分
析
し
て
い
ま
す
。
本
予

算
に
は
、
合
併
に
よ
る
一
時
的
な
経

費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
を
勘

案
す
れ
ば
、
実
質
的
に
は
前
年
度
並

み
の
予
算
額
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

■
暫
定
予
算
に
つ
い
て

新
設
に
よ
り
合
併
し
た
場
合
、合

併
当
初
に
市
長
は
就
任
し
て
い
ま
せ

ん
。
こ
の
た
め
、法
律（
地
方
自
治
法

施
行
令
）に
よ
り
、当
初
の
予
算
は
市

長
職
務
執
行
者（
合
併
前
の
自
治
体

の
長
等
に
よ
る
互
選
）が
「
暫
定
予

算
」
を
編
成
し
、合
併
当
日
に
専
決

処
分
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
市
の
場
合
も
新
設
合
併
で
し
た

の
で
、旧
三
町
村
の
互
選
に
よ
り
就
任

し
て
い
た
村
橋
忠
夫
市
長
職
務
執
行

者
が
、三
ヵ
月
間
の
暫
定
予
算
を
編
成

し
て
専
決
処
分
し
、こ
れ
に
基
づ
い
て

市
政
運
営
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
暫
定
予
算
に
お
け
る
歳
出
規

模
の
予
算
総
額（
打
ち
切
り
決
算
に

伴
う
繰
越
分
を
含
む
。）は
九
十
三
億

千
八
百
五
十
二
万
円
で
、う
ち
一
般

会
計
は
六
十
五
億
七
万
五
千
百
十
一

万
九
千
円
で
、四
月
開
催
の
第
一
回

臨
時
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

真
の
地
方
分
権
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
地
方
財
政
基
盤
の
充
実
強
化

が
不
可
欠
で
あ
り
、
自
己
決
定
・
自

己
責
任
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
、
一

層
必
要
で
す
。

旧
山
県
郡
三
町
村
に
お
き
ま
し
て

は
、
将
来
の
財
政
基
盤
を
よ
り
足
腰

の
強
固
な
も
の
と
し
、
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
る
よ
う
町
村
合
併
を
選
択
し
、

新
し
く
山
県
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

時
代
は
今
、
地
方
分
権
、
少
子
高

齢
化
、
国
際
化
、
情
報
化
、
成
熟
化

の
進
展
な
ど
、
大
き
な
過
渡
期
に
あ

り
ま
す
。
こ
う
し
た
社
会
変
化
に
的

確
か
つ
速
や
か
に
対
応
し
、
新
た
な

意
識
を
持
っ
て
、
生
き
生
き
と
し
た

安
全
で
安
心
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
行
く
の
が
私
の
責
務

で
あ
る
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

市
政
運
営
に
当
た
っ
て
は
、「
清

潔
で
公
正
な
市
政
の
推
進
」「
調

和
・
融
和
の
図
ら
れ
た
市
政
の
実

現
」
の
二
つ
の
基
本
理
念
の
も
と

に
、
先
人
が
今
日
ま
で
守
り
、
築
き

あ
げ
ら
れ
て
き
た
文
化
・
伝
統
を
尊

重
し
つ
つ
『
山
県
市
の
ま
ち
づ
く
り

計
画
』
に
掲
げ
た
事
業
の
着
実
な
実

現
に
向
け
て
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い

り
ま
す
。

本
予
算
は
、
本
市
に
お
い
て
初
め

て
編
成
す
る
本
格
予
算
で
あ
り
、
こ

れ
か
ら
の
市
政
運
営
の
基
礎
と
な
る

極
め
て
重
要
な
予
算
で
す
。

本
年
度
の
地
方
財
源
の
通
常
収
支

不
足
額
は
過
去
最
大
規
模
と
な
っ
て

い
る
中
、
地
方
分
権
と
相
ま
っ
て
、

行
政
改
革
に
よ
る
歳
出
抑
制
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
国
に
よ
る
三
位
一
体

改
革
等
に
よ
り
、
地
方
行
財
政
の
環

境
は
今
後
更
に
厳
し
く
な
っ
て
い
く

も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
本
格
予
算
の
編
成

方
法
は
、
三
町
村
合
併
型
の
予
算
と

す
る
こ
と
な
く
、
速
や
か
な
一
体
性

の
確
保
を
目
指
し
た
市
域
全
体
で
の

ゼ
ロ
ベ
ー
ス
積
算
と
し
ま
し
た
。

特
に
、
旧
三
町
村
か
ら
引
き
継
い

だ
財
産
の
有
効
活
用
等
に
よ
る
経
常

経
費
の
節
減
な
ど
、
全
庁
体
制
で
創

意
と
工
夫
を
凝
ら
し
、
最
小
の
経
費

で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
よ
う
効
率

化
を
重
要
視
し
ま
し
た
。

各
種
施
策
は
「
新
市
ま
ち
づ
く
り

計
画
」
に
則
り
、
市
内
各
地
域
の
特

性
を
生
か
し
つ
つ
速
や
か
な
一
体
性

を
図
っ
て
、
均
衡
あ
る
発
展
を
遂
げ

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
配
慮
し

た
予
算
編
成
に
努
め
ま
し
た
。

一般会計�
特別会計�
企業会計�

158億2000万円（繰越分含む。）�
85億6980万円（繰越分含む。）�
6億8873万円（繰越分含む。）�

（繰越分含む。）�

六
月
定
例
会
に
お
い
て
、
市
の
平
成
十
五
年
度
本
格
予
算
が
決
ま
り
ま

し
た
。
総
額
で
二
百
五
十
億
七
千
八
百
五
十
三
万
一
千
円
（
打
ち
切
り
決

算
に
伴
う
繰
越
分
※
を
含
む
。）
で
、
う
ち
一
般
会
計
は
百
五
十
八
億
二

千
万
円
（
同
）
で
す
。

※
打
ち
切
り
決
算
に
伴
う
繰
越
分→

七
ペ
ー
ジ
に
て
解
説
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※歳出予算（通常分）からの抽出�

合併記念事業 1000万円
合併振興基金積立（10箇年計画） 1億7650万円
総合計画策定、市勢要覧作成、市章決定 1317万円

小中学生防犯ブザー配布
（市内の全児童・生徒） 413万円

小学校耐震診断委託料
（美山地域4小学校） 1109万円

高富小学校建築整備事業 9億2329万円
小中学校パソコン導入事業（4小学校、2中学校）

8050万円
高富中学校建築事業

（実施設計書作成委託等） 7985万円
文化の里整備事業（文化会館建築等） 3億5220万円

森林組合育成事業補助金 632万円
小口融資保証料助成、損失補償金 270万円
商工会合併推進協議会補助金 757万円
農道整備・かんがい排水工事 6680万円
林道開設事業
（椿野～はじかみ線、高田～斧田線） 2億4486万円

地域振興イベント負担金 1600万円
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平成15年度本格予算の主要施策�

※歳出予算（通常分）からの抽出�

道路改良工事等
（用地買収・補償、委託料を含む。） 7億2630万円

南～八京線道路整備事業（事務費含む。） 5億1818万円
自主運行バス運営補助金　 1億4874万円
統合簡易水道事業
（伊自良地域、美山地域） 9億3135万円

情報化計画等策定、
地理情報デジタル化事業等 6451万円

高齢者在宅福祉事業 3469万円
介護サービス平準化交通費扶助 877万円
乳幼児医療費助成（小学校就学前まで） 8922万円
普通河川改良工事費（10箇所） 7483万円
防災対策費（備蓄資材購入等） 3059万円
消防自動車等購入費など
（ポンプ車3台、可搬式ポンプ7台等） 1億1607万円

公園等整備事業 2841万円
森林間伐・枝打ち事業
（緊急雇用創出特別対策事業） 2100万円

治山林道整備事業（11路線） 2320万円
地球温暖化対策実行計画作成事業 97万円
環境パトロール委託（市内全域） 266万円
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※（  ）内の数値は、�
　 通常分に占める割合�

※（  ）内の数値は、�
　 通常分に占める割合�

※1万円未満は四捨五入�

義
務
的
経
費�

投
資
的
経
費�

そ
の
他
経
費�

通常分�
143億2986万円�

通常分�
135億8843万円�

※1万円未満は四捨五入�

総務費（12.0％）�
17億1448万円�

旧町村等からの�
繰越分�
14億9014万円�

その他（8.6％）�
12億3646万円�

公債費（12.7％）�
18億1639万円�

教育費（19.8％）�
28億4414万円�

土木費（13.9％）�
19億9567万円�

農林水産業費�
（7.4％）�
10億5658万円�

民生費・衛生費�
（25.6％）�
36億6614万円�

人件費（23.0％）�
33億0286万円�

繰出金（5.6％）�
8億0796万円�

積立金等（1.3％）�
1億7968万円�

その他（1.3％）�
1億9460万円�

補助費等（7.4％）�
10億5918万円�

物件費（17.6％）�
25億1656万円�

普通建設事業費�
（25.6％）�
36億6470万円�

公債費（12.7％）�
18億1639万円�

扶助費（5.5％）�
7億8793万円�

旧町村等からの�
繰越分�
22億3157万円�

その他（9.3％）�
12億6088万円�

市債（17.6％）�
23億8560万円�

基金繰入金�
（6.0％）�
8億1658万円�

国・県支出金�
（13.7％）�
18億6718万円�

地方交付税�
（33.1％）�
45億0000万円�

市税（20.3％）�
27億5819万円�

一般会計歳出予算（通常分）� 143億2986万円の内訳�

●「その他」の主な内訳●「その他」の内訳

議会費 2億4528万円

労働費 2億0305万円

商工費 2億2957万円

消防費 7億2713万円

予備費 2億3143万円

地方譲与税 1億8700万円

各種交付金 5億5070万円

分担金及び負担金 1億5783万円

使用料及び手数料 1億7617万円

そ　の　他 1億8918万円

①各種合併支援を予算化
● 地方交付税（普通） 66,200千円
●地方交付税（特別） 271,900千円
●合併市町村補助金（国） 100,000千円
●合併支援交付金（県） 100,000千円

計 538,100千円
■合併特例債の発行 205,600千円
※償還金の70％分を国が補てん

②各種制度改正等を加味して予算化
● たばこ税（7月から値上げ）
9,352千円分を加算

●地方道路譲与税（地方配分の増加）
●特別土地保有税の課税停止　ほか
■臨時財政対策債の発行　1,000,000千円
※償還金の全額を国が補てん

③その他
● 景気動向を勘案し、税収等の落込みを斟酌
して予算化

一般会計歳入予算の特徴
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―
市
長
に
よ
る
予
算
提
案
説
明
よ
り
―

歳
出
予
算
に
関
し
て
は
、
新
市
ま

ち
づ
く
り
計
画
の
基
本
理
念
で
あ
る

「
安
ら
か
で
快
適
な
二
十
一
世
紀
の

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
具
現
化

し
て
い
く
に
当
た
り
、
同
計
画
に
掲

げ
る
「
五
つ
の
基
本
方
針
」
を
念
頭

に
予
算
編
成
し
、
同
計
画
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
事
業
の
実
施
に
必
要
な
予

算
を
措
置
し
、
大
規
模
な
事
業
に
つ

い
て
は
速
や
か
な
実
施
を
検
討
す
る

た
め
の
措
置
を
講
じ
る
ほ
か
、
後
年

度
負
担
を
意
識
し
た
長
期
的
視
点
の

下
で
、
新
市
の
門
出
に
ふ
さ
わ
し
い

予
算
と
な
る
よ
う
努
め
ま
し
た
。

そ
の
他
、
予
算
に
関
し
て
具
体

的
に
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は

「
企
画
部
財
政
課
」
ま
で
気
軽
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
予
算
額
の
閲
覧
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
企
画
部
財
政
課
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

山
県
市
役
所
企
画
部
財
政
課（
三

階
）0

5
8
1
・
2
2
・
6
8
2
1

0
5
8
1
・
2
2
・
6
8
5
1

e-m
ail

zaisei@
city.yam

agata.gifu.jp

歳
出
予
算
に
つ
い
て

打
ち
切
り
決
算
に

伴
う
繰
越
分

新
設
合
併
に
よ
り
、
四
月
一
日

に
誕
生
し
た
本
市
の
初
年
度
予
算

案
は
、
若
干
特
殊
な
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
旧
自
治

体
か
ら
の
債
権
債
務
を
引
き
継
い

で
「
繰
越
分
」
と
し
て
計
上
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

通
常
の
場
合
で
す
と
、
前
年
度

中
に
歳
入
す
べ
き
国
・
県
か
ら
の

補
助
金
等
が
翌
年
度
と
な
る
五
月

末
日
ま
で
の
出
納
整
理
期
間
中
の

収
入
と
な
る
場
合
は
、
前
年
度
分

の
歳
入
と
し
ま
す
。
ま
た
、
年
度

末
ま
で
に
完
了
し
た
事
業
費
の
支

払
い
を
そ
の
翌
年
度
と
な
る
出
納

整
理
期
間
中
に
支
払
う
こ
と
が

多
々
あ
り
ま
す
が
、
通
常
の
場
合

で
す
と
こ
れ
は
前
年
度
分
の
歳
出

と
し
ま
す
。

し
か
し
、
本
市
の
場
合
に
は
、

新
設
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た「
市
」

で
す
の
で
、
旧
町
村
の
廃
止
に
よ

り
「
打
ち
切
り
決
算
」
と
な
っ

て
、
こ
の
「
出
納
整
理
期
間
」
が

存
在
し
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
こ
う
し
た
例
に
よ
り
収
入
で

き
な
い
も
の
や
、
事
業
を
完
了
し

て
い
て
も
年
度
末
ま
で
に
支
払
い

が
終
わ
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

旧
自
治
体
か
ら
の
債
権
債
務
と
し

て
、
本
市
の
予
算
に
「
繰
越
分
」

と
し
て
計
上
し
て
い
ま
す
。

p6（右上）

地方交付税

p6（右下）

合併市町村

補助金

合併支援交

付金

臨時財政対

策債

p6（左上）

総　務　費

民　生　費

衛　生　費

土　木　費

消　防　費

教　育　費

公　債　費

p6（左下）

人　件　費

扶　助　費

普 通 建 設
事　業　費

物　件　費

補　助　費

繰　出　金

p7（右中）

特 別 会 計

p7（右下）

企 業 会 計

所得税など国が徴収した税金の中から、財政状況
に応じて地方へ交付されるお金

国からの合併支援金として、本市は3年間で最大
3億円の補助を受けられます。

県からの合併支援金として、本市は6年間で最大
6億円の補助を受けられます。

地方財政の不足分を市債により補うもので、返済
金は国が負担します。

庁舎、広報、戸籍・住民票、選挙などに使うお金
障害者・高齢者・児童などの社会福祉に使うお金
市民の健康増進、環境、ごみ処理などに使うお金
道路・橋梁、河川、公園、都市計画などに使うお金
消防・防災に使うお金
小中学校、社会教育、社会体育等に使うお金
市が借り入れた市債を返済するために使うお金

職員の勤労に対して支払う報酬等に使うお金
障害者・高齢者・児童福祉、生活保護など社会保
障に使うお金

道路・学校・庁舎などの公用又は公共用施設の建
設に使うお金
市の事務処理、施設の維持管理などに使うお金
各種団体等への補助金や負担金など、行政目的達
成のために他へ支出するお金
市の他会計へ支出するなど、会計間で使うお金

法律又は条例により、特定の事業ごとに一般会計
とは分別した会計

法律に基づき複式簿記により経理する会計で、本
市では「上水道事業」のみ

※わかりにくい用語の解説は、紙面の都合上ほんの一部しか紹
介できませんでした。その他の用語については、今後、財政
事情を公表をするときに随時紹介していきます。

※資本的収支の不足額は、減債積立金・過年度分損益勘定
留資金で補てんします。�
※予算規模（収益的支出と資本的支出の合算額から減価償
却費等を差し引いたもの）　　　　　　　6億8873万円�

特別会計の内訳�
※1万円未満は四捨五入等�

企業会計の内訳�
※1万円未満は四捨五入等�

�
 2億0140万円 24億1610万円�

�
 2億2097万円 28億2253万円�

�
 9896万円 15億2640万円�

�
 1513万円 6億1493万円�

�
 8700万円 4億0533万円�

�
 ―         1億5859万円�

�
 0万円 249万円�
 歳出の繰越分 歳出の通常分�

収益的�
収　入 2億3284万円�
支　出 2億2102万円�
差　引 1182万円�

資本的�
収　入 5億3122万円�
支　出 5億6133万円�
差　引 △301１万円�

26億1750万円�

�

30億4350万円�

�

16億2536万円�

�

6億3006万円�

�

4億9233万円�

�

1億5859万円�

�

249万円�

国 民 健 康 保 険 �

�

老　人　保　健�

�

介　護　保　険�

�

簡 易 水 道 事 業�

�

農業集落排水事業�

�

公共下水道事業�

�

高 富 財 産 区 �

FAX
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結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
部

優
　
勝

中
洞

準
優
勝

向
塚
A

三
　
位

双
六

ペ
タ
ン
ク
の
部

優
　
勝

春
野
会
A

準
優
勝

小
倉
A

三
　
位

む
つ
み
A

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
部

優
　
勝

中
部
長
寿
会

準
優
勝

石
田
川
B

三
　
位

梅
寿
A

五
月
二
十
六
日
、
山
県
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
が
山
県
市
総
合
運
動
場
と
み

ん
な
の
元
気
広
場
で
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
大

会
を
開
き
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に
は
会

員
約
五
百
人
が
参
加
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
、
ペ
タ
ン
ク
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の

三
部
門
に
分
か
れ
、
地
区
ご
と
に
チ
ー

ム
を
編
成
し
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
優

勝
を
争
い
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
お
年
寄
り

ら
は
元
気
に
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

六
月
七
日
、
市
の
豊
か
な
自
然
や
施

設
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
高
富
児

童
館
、
子
ど
も
げ
ん
き
は
う
す
は
合
同

で
美
山
地
域
に
あ
る
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ

み
や
ま
を
訪
れ
ま
し
た
。
こ
の
企
画
に

参
加
し
た
約
二
十
人
の
児
童
は
、
全
長

百
六
十
七
m
の
滑
り
台
や
木
工
遊
び
を

し
て
楽
し
み
ま
し
た
。
富
岡
小
学
校
三

年
の
中
村
莉
奈
さ
ん
は
「
ま
た
遊
び
に

来
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

平
井
地
区
の
平
井
青
空
市
場
が
六
月

七
日
、
第
四
回
ホ
タ
ル
祭
り
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
ホ
タ
ル
祭
り
は
、
来
客

者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
ふ
れ
あ
い
を
目
的

に
行
わ
れ
、
当
日
は
約
五
百
人
が
こ
の

市
場
を
訪
れ
ま
し
た
。
夕
暮
れ
時
か
ら

始
ま
っ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域
の

伝
統
芸
能
で
あ
る
十
六
拍
子
太
鼓
や
宝

探
し
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
、

午
後
八
時
ご
ろ
か
ら
は
青
空
市
場
の
会

員
が
ホ
タ
ル
を
鑑
賞
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト

へ
の
案
内
役
を
務
め
、
来
客
者
の
み
な

さ
ん
は
初
夏
の
幻
想
的
な
風
景
を
楽
し

ん
だ
様
子
で
し
た
。

日
ご
ろ
の
疲
れ
を
い
や
し
、
明
日
か

ら
の
介
護
に
向
け
活
力
を
蓄
え
て
も
ら

お
う
と
、
山
県
市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
が
「
第
二
回
介
護
者
の
集
い
」
を

山
県
市
保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

で
五
月
二
十
七
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
集
い
で
は
、
介
護
者
に
身
も
心

も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
も
ら
お
う
と
、

い
す
に
座
っ
た
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
ス
タ

ジ
オ
ジ
ー
ニ
ア
ス
の
安
藤
久
美
子
先
生

を
講
師
に
招
き
開
催
。
参
加
者
は
普
段

介
護
で
疲
れ
て
い
る
心
身
を
、
汗
を
か

く
こ
と
で
ス
ト
レ
ス
な
ど
の
発
散
が
で

き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

ス
ト
レ
ス
は

解
消
で
き
た
？

山
県
市
っ
て
い
ろ
い
ろ
な

施
設
が
あ
る
ね

ホ
ッ
・
ホ
ッ
・

ホ
タ
ル
来
い

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
部

ペ
タ
ン
ク
の
部

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
部
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高
富
保
育
園
園
児
と
そ
の
家
族
約
三

十
人
が
六
月
七
日
、
谷
合
地
内
の
神
崎

川
に
ア
マ
ゴ
の
稚
魚
約
二
十
kg
を
放
流

し
ま
し
た
。
こ
の
放
流
は
美
山
漁
業
協

同
組
合
が
毎
年
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
に
は
美
山
地
域
の
小
学
生
が
参
加
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、「
市
全
体
で

川
を
守
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
理

由
か
ら
、
高
富
保
育
園
に
呼
び
か
け
て

参
加
者
を
募
集
し
ま
し
た
。

家
族
で
参
加
し
た
松
見
菫

す
み
れ
さ
ん
は

「
は
じ
め
て
放
流
を
し
た
け
ど
、
楽
し
か

っ
た
」
と
話
さ
れ
、
元
気
に
泳
ぐ
ア
マ

ゴ
の
稚
魚
を
見
送
っ
て
い
ま
し
た
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

大
き
く
育
っ
て
ね

山
県
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

五
月
二
十
三
日
に
岐
阜
県
県
政
資
料
館

で
登
録
者
や
関
係
者
を
対
象
に
「
お
肌

と
心
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
は
市
内
か
ら
二
十

一
人
の
女
性
が
参
加
。
化
粧
品
会
社
か

ら
講
師
を
招
き
、
年
齢
に
応
じ
た
メ
ー

キ
ャ
ッ
プ
の
方
法
や
肌
の
お
手
入
れ
の

仕
方
を
学
び
ま
し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
武
藤
ユ

キ
枝
さ
ん
は
「
こ
う
し
た
セ
ミ
ナ
ー
は

は
じ
め
て
参
加
し
た
け
れ
ど
、
け
っ
こ

う
楽
し
か
っ
た
」
と
話
し
て
み
え
ま
し

た
。

六
月
六
日
、
伊
自
良
北
小
学
校
三
年

生
児
童
十
人
が
総
合
学
習
の
時
間
で
松

尾
地
区
に
あ
る
自
然
学
習
公
園
を
訪
れ

ま
し
た
。
こ
の
公
園
で
は
ち
ょ
う
ど
サ

サ
ユ
リ
が
た
く
さ
ん
咲
い
て
お
り
地
域

の
お
年
寄
り
が
サ
サ
ユ
リ
や
公
園
に
生

息
し
て
い
る
ギ
フ
チ
ョ
ウ
に
つ
い
て
説

明
を
し
ま
し
た
。
児
童
ら
は
「
こ
ん
な

に
す
ば
ら
し
い
自
然
が
い
っ
ぱ
い
あ
る

場
所
に
生
ま
れ
て
う
れ
し
い
な
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

お
肌
も
心
も

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

ふ
る
さ
と
の
自
然
を

誇
り
に

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

六
月
十
四
日
、
伊
自
良
南
小
学
校
で

地
域
の
お
年
寄
り
か
ら
昔
の
遊
び
や
竹

細
工
な
ど
を
教
え
て
も
ら
う
「
ふ
れ
あ

い
学
習
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
児
童
ら

は
校
区
内
の
五
地
区
ご
と
に
分
か
れ
、

こ
の
う
ち
大
門
地
区
で
は
、
竹
を
使
っ

て
お
年
寄
り
た
ち
が
昔
よ
く
遊
ん
だ
豆

鉄
砲
づ
く
り
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ナ

イ
フ
や
の
こ
ぎ
り
の
使
い
方
か
ら
教
え

て
も
ら
っ
て
い
た
子
供
た
ち
は
、
よ
う

や
く
で
き
あ
が
っ
た
豆
鉄
砲
を
手
に
し

て
、
さ
っ
そ
く
試
し
打
ち
な
ど
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

高
富
小
学
校
校
舎
改
築
事
業
に
よ

り
、
新
校
舎
建
設
予
定
地
に
あ
っ
た
同

校
水
泳
プ
ー
ル
の
移
設
工
事
が
終
わ

り
、
五
月
三
十
日
に
新
し
く
な
っ
た
プ

ー
ル
が
現
校
舎
の
南
東
に
完
成
し
ま
し

た
。
新
し
い
プ
ー
ル
は
こ
れ
ま
で
使
っ

て
い
た
プ
ー
ル
本
体
と
濾
過
器
を
移

設
、
管
理
棟
や
プ
ー
ル
サ
イ
ド
を
新
し

く
建
設
し
た
も
の
で
、
プ
ー
ル
の
水
の

面
積
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
建
築
面
積
は

少
し
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
六
月
五

日
に
は
山
県
市
内
の
ト
ッ
プ
を
き
っ
て

プ
ー
ル
開
き
が
行
わ
れ
、
真
新
し
い
プ

ー
ル
に
は
子
供
た
ち
の
歓
声
が
響
き
ま

し
た
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の

技
は
す
ご
い

新
し
い
プ
ー
ル
で初

泳
ぎ

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
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こ
の
た
び
行
政
相
談
委
員
の
鷲
見
伊
奈
子
さ

ん
（
高
木
）
が
、
長
年
行
政
と
住
民
と
の
パ
イ

プ
役
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
藍
綬

褒
章
を
授
章
さ
れ
ま
し
た
。

鷲
見
さ
ん
は
、
大
正
十
四
年
生
ま
れ
の
七
十

八
歳
。
昭
和
五
十
六
年
に
行
政
相
談
委
員
に
委

嘱
さ
れ
、
そ
れ
以
来
二
十
二
年
間
、
二
か
月
に

一
回
市
役
所
で
相
談
に
応
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
五
十
二
年
か
ら
平
成
十
年
ま
で

民
生
委
員
も
務
め
ら
れ
、
行
政
相
談
の
み
な
ら

ず
悩
み
事
相
談
で
住
民
が
何
度
か
自
宅
に
お
み

え
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

「
過
去
を
振
り
返
る
と
、
土
地
改
良
の
換
地

の
関
係
で
の
問
題
を
解
決
で
き
た
こ
と
が
と
て

も
思
い
出
に
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
長
い

間
こ
の
仕
事
を
や
っ
て
こ
ら
れ
た
の
も
、
主
人

を
は
じ
め
家
族
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で

あ
り
、
県
行
政
評
価
事
務
所
の
方
々
な
ど
が
私

を
支
え
て
く
れ
た
お
か
げ
で
す
。」
と
語
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

五
月
十
三
日
に
東
京
で
行
わ
れ
た
伝
達
式
、

皇
居
で
の
拝
謁

は
い
え
つ

に
は
ご
主
人
と
一
緒
に
出
席
。

鷲
見
さ
ん
は
「
拝
謁
の
際
に
は
、
緊
張
と
天
皇

陛
下
か
ら
の
お
言
葉
に
涙
が
出
て
し
ま
い
ま
し

た
。」
と
感
慨
深
げ
に
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
西
深
瀬
の
故
原
田
一
さ
ん
が
死
亡

叙
勲
に
よ
り
勲
六
等
瑞
宝
章
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
。原

田
さ
ん
は
昭
和
五
十
四
年
に
高
富
町
議
会

議
員
に
初
当
選
、
以
来
平
成
三
年
ま
で
三
期
十

二
年
に
わ
た
っ
て
そ
の
職
に
在
職
さ
れ
、
地
域

の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
昭
和
五
十
九
年
に
は
副
議
長
、
昭

和
六
十
三
年
に
は
議
長
を
そ
れ
ぞ
れ
一
年
間
務

め
ら
れ
、
議
会
の
円
滑
な
運
営
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
の
叙
勲
は
こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
、
五
月
三
十
日
、
平
野
市
長
か

ら
故
人
の
奥
さ
ん
で
あ
る
花
枝
さ
ん
に
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
地
域
の
硬
式
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
に
加

入
し
て
い
る
、
高
富
中
学
校
の
生
徒
の
み
な
さ

ん
が
チ
ー
ム
を
組
み
、
中
学
生
テ
ニ
ス
選
手
権

大
会
県
予
選
を
突
破
し
て
東
海
大
会
へ
出
場
し

ま
し
た
。

中
学
校
に
は
硬
式
テ
ニ
ス
部
が
無
い
た
め
、

選
手
の
み
な
さ
ん
は
口
コ
ミ
で
集
ま
っ
た
仲
間

同
士
で
、日
ご
ろ
は
地
元
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど

を
使
い
、大
森
の
神
山
一
義
さ
ん
に
コ
ー
チ
を

お
願
い
し
て
練
習
し
て
い
ま
す
。
チ
ー
ム
は
、県

予
選
を
男
子
が
優
勝
、女
子
は
準
優
勝
と
い
う

優
秀
な
成
績
で
、六
月
一
日
に
名
古
屋
市
で
行

わ
れ
た
東
海
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
が
、健
闘

お
よ
ば
ず
残
念
な
が
ら
男
子
・
女
子
と
も
上
位

に
進
出
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、男
子
は
県
予
選
の
優
勝
で
全
国
大
会
へ

の
出
場
権
を
得
て
い
る
た
め
、八
月
に
岐
阜
市

の
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
全
国
大

会
に
向
け
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

選
手
の
み
な
さ
ん

（
敬
称
略
）

男
子
（
三
年
生
）
藤
垣
嘉
仁
・
小
林
太
爾
・
林

宏
紀
・
林
　
頼
澄
・
矢
野
裕
介
（
二
年
生
）

大
滝
真
男
・
三
輪
拓
也
・
杉
山
　
大
・
中
村

英
行
・
福
田
貴
之

女
子
（
三
年
生
）
佐
藤
菜
美
・
日
置
恵
理
加
・

村
上
晴
香
・
小
田
早
紀
・
桐
上
諒
子
・
池
戸

沙
織
・
杉
山
文
香
・
外
川
真
希
・
梅
田
奈
美

（
一
年
生
）
鷲
見
怜
子

女
子

男
子

故

原
田
一

は
じ
め

さ
ん（
西
深
瀬
）に

勲
六
等
瑞
宝
章

行
政
相
談
委
員
の

鷲
見
伊
奈
子
さ
ん
に

藍
綬
褒
章

（
行
政
相
談
功
労
）

東海大会に出場した選手のみなさん
（写真上＝男子、写真下＝女子）。後列左はしはコ
ーチの神山さん
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山
県
市
消
防
団
と
な
っ
て
最
初
の

消
防
操
法
大
会
が
、
五
月
二
十
五

日
、
市
総
合
運
動
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
大
会
に
は
、
市
内
九
つ
の
消

防
団
分
団
か
ら
十
七
チ
ー
ム
が
出
場

し
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
競
い

合
い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
消
防
団
員
の
技
術

の
向
上
と
士
気
の
高
揚
を
は
か
る
こ

と
で
、
ま
さ
か
の
火
災
の
時
、
迅

速
、
適
切
な
消
火
活
動
と
団
体
行
動

を
確
実
に
行
え
る
よ
う
、
規
律
と
団

結
力
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
実

施
さ
れ
る
も
の
で
、
今
回
は
、
一
チ

ー
ム
四
人
で
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
な

ど
を
使
い
、
目
標
の
的
を
放
水
で
倒

す
ま
で
の
時
間
と
動
作
の
正
確
性
を

競
う
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

出
場
チ
ー
ム
選
手
の
み
な
さ
ん
は
、

連
日
に
渡
っ
て
、
主
に
夜
間
、
ご
自

分
の
仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
厳
し

い
訓
練
を
重
ね
、
こ
の
日
に
備
え
て

き
ま
し
た
。
当
日
は
、
他
の
消
防
団

員
と
と
も
に
選
手
の
ご
家
族
の
み
な

さ
ん
も
大
勢
応
援
に
か
け
つ
け
、
選

手
の
活
躍
に
大
き
な
歓
声
と
拍
手
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

競
技
終
了
後
、
山
県
市
消
防
本
部

に
よ
る
審
査
に
よ
り
、
団
体
の
部
上

位
三
チ
ー
ム
と
個
人
の
部
優
秀
選
手

各
一
名
が
決
ま
り
、
武
藤
消
防
団
長

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
に
賞
状
ほ
か
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
山
県
高
校
の
二
、
三
年

生
は
、
将
来
の
進
路
を
自
分
自
身
で

選
択
で
き
る
力
を
養
う
た
め
の
「
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
と
呼
ば
れ
る
勤

労
体
験
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
研
修
は
、
山
県
高
校
が
美
山

町
商
工
会
な
ど
に
協
力
し
て
も
ら
い

毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
が
、

今
年
か
ら
は
三
年
生
百
十
名
に
加

え
、
早
い
時
期
に
進
路
に
つ
い
て
考

え
る
た
め
に
と
二
年
生
百
十
七
名
も

参
加
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
協
力
し
て
い
た
だ

い
た
山
県
市
内
ほ
か
近
隣
町
村
の
企

業
や
老
人
福
祉
施
設
、
保
育
園
な
ど

五
十
二
か
所
の
事
業
所
に
そ
れ
ぞ
れ

自
宅
か
ら
『
出
社
』、
二
年
生
は
六

月
九
日
と
十
日
の
二
日
間
、
三
年
生

は
六
月
十
一
日
か
ら
十
三
日
ま
で
の

三
日
間
、
他
の
社
員
・
職
員
の
方
と

一
緒
に
な
っ
て
製
品
の
製
造
や
梱

包
、
保
育
士
の
補
助
や
高
齢
者
介
助

な
ど
の
業
務
に
た
ず
さ
わ
り
ま
し
た
。

一
日
中
立
っ
た
ま
ま
の
作
業
や
自

分
た
ち
と
は
違
う
年
代
の
人
た
ち
と

の
つ
き
合
い
方
な
ど
、
普
段
の
学
校

生
活
で
は
経
験
で
き
な
い
貴
重
な
体

験
を
し
た
生
徒
た
ち
は
、「
あ
ら
た
め

て
働
く
と
い
う
こ
と
の
た
い
へ
ん
さ

を
知
り
ま
し
た
。
将
来
の
こ
と
を
考

え
る
う
え
で
非
常
に
参
考
に
な
り
ま

し
た
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

第
一
回

山
県
市
消
防
操
法
大
会

優勝した第2分団Bチーム選手のみなさん

（敬称略）

団体の部

優勝　第2分団Ｂチーム

指揮者 中村正和
1番員 村瀬文也
2番員 林　辰也
3番員 寺町大樹

2位　第9分団Bチーム

指揮者 花村重良
1番員 林　純士
2番員 山田　明
3番員 宮川栄幸

3位　第3分団Ａチーム

指揮者 大野峰和
1番員 船戸晴彦
2番員 山田典明
3番員 藤瀬智之

個人の部 優秀選手
指揮者 花村重良

（第9分団B）
1番員 船戸晴彦

（第3分団A）
2番員 石丸　章

（第6分団C）
3番員 寺町大樹

（第2分団B）

成　績　表

市内の企業や保育園で勤労体験を行う山県
高校生
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動
物
は
命
あ
る
も
の
で
す
。

犬
は
、
昔
か
ら
人
間
の
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
か
わ
い
が
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
近
年
の
ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム
や
C
M
の
影
響
か
ら
、
市
内
で
も

約
二
千
匹
の
犬
が
飼
わ
れ
て
お
り
、
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
な
か
、「
う
ち
の
敷
地
内
に
ウ
ン
チ
が
し
て
あ
り
困
っ
て

い
る
」
と
か
、「
放
し
飼
い
を
し
て
い
る
犬
に
か
ま
れ
そ
う
に
な
っ
た
」

と
い
っ
た
苦
情
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

近
所
同
士
で
こ
れ
か
ら
の
人
間
関
係
を
考
え
る
と
注
意
し
づ
ら
く
我

慢
を
し
て
い
る
方
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

世
の
中
す
べ
て
の
方
が
犬
好
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
飼
い
主
の
中
に

は
「
こ
れ
ぐ
ら
い
の
こ
と
な
ら
い
い
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
い
て
も
犬
嫌

い
の
方
に
は
ど
う
に
も
耐
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

飼
い
主
の
皆
さ
ん
、
も
う
一
度
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
犬
の
こ
と
、

近
所
の
人
た
ち
の
こ
と
を
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　世の中には犬の嫌いな人、苦手な人
もたくさんいます。そのような人に理解を
得られるよう心掛けましょう。�
　また、社会に適応した飼い方をするた
めにはきちんとしたしつけを子犬のうちか
ら身につけることが大事です。�

　犬の飼い主は、生後 3か月以内に犬
の登録をして「鑑札」を受けなければな
りません。登録は市役所で手続きができ
ます。また、狂犬病予防接種を年 1回
は受け、「狂犬病予防注射済証」の交
付を受けなければなりません。これらを
首輪に付けなければならず、犬が迷子な
どにあったときに有効的に活用できます。�

　狂犬病予防注射の他に受けておいた
方がよい予防注射や駆除する必要のある
寄生虫などがあります。これらの病気に
は、犬から人へうつるものもありますので
、きちんと予防する必要があります。普
段からかかりつけの動物病院を決めてお
いて定期的に健康診断を受けたりワクチ
ンの接種時期を相談するとよいでしょう。�

　他人の土地に侵入し、財産や畑を荒
らし、時には人にかみつくこともあります。�
　うちの犬はそんなことをするはずがない
という過信が大事件を引き起こしてしまう
場合があります。小型犬だから大丈夫と
いうことではなく、何らかのはずみで事件
を引き起こす可能性だってあります。�

　犬小屋の周囲はもちろん、散歩の途
中などのフンの始末は飼い主が責任を持
って行いましょう。そうでないと、悪臭や
ハエなどの発生源だけでなく公園の砂場
などの環境を汚染する可能性もあります。�
　また、尿やフンは人家の玄関先ではさ
せないというのが当然のマナーです。�
　自分の家の前にフンが放置してあった
らイヤですよね。�

　気づかない間に子犬が生まれていた
場合があります。こういった場合生まれた
子犬を全部飼うことができれば問題があり
ませんが、そういうわけにはほとんどの家
庭ができません。繁殖を望まないのであ
れば、生まれないように処置をすることも
飼い主の役目です。�

　いったん飼ったら家族の一員として最
後まで面倒を見てください。犬を捨てるこ
とは法律で禁止されています。捨てられ
た犬はほとんどが死んでしまうか、野良犬
になって周囲に迷惑をかけることになります。
もしどうしても飼い続けられない場合は保
健所に引き取ってもらうこともできますが、
もらってくれる人を探す努力もしてください。�
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特
別
徴
収�

　
年
金
の
定
期
払
い
（
年
六
回
）

の
際
に
、
介
護
保
険
料
が
あ
ら
か

じ
め
差
し
引
か
れ
ま
す
。�

＊
対
象
年
金
…
老
齢
基
礎
年
金
な

ど
、
老
齢
ま
た
は
退
職
に
よ
り

支
給
さ
れ
る
年
金
。�

＊
老
齢
福
祉
年
金
、
障
害
年
金
、

遺
族
年
金
、
寡
婦
年
金
、
恩
給

な
ど
の
年
金
や
手
当
金
、
一
時

金
な
ど
の
給
付
に
つ
い
て
は
差

し
引
き
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ

ん
。�

普
通
徴
収�

　
七
月
中
旬
ご
ろ
送
付
さ
れ
る
納

付
書
の
納
期
に
基
づ
い
て
、
個
別

に
納
め
ま
す
。�

＊
年
度
途
中
に
六
十
五
歳
に
な
っ

た
人
は
、
受
給
し
て
い
る
年
金

の
額
に
関
係
な
く
翌
年
度
九
月

分
ま
で
は
普
通
徴
収
で
納
め
、

十
月
分
か
ら
は
特
別
徴
収
に
な

り
ま
す
。�

○
お
問
い
合
わ
せ
先
�

　
山
県
市
役
所
　
保
健
福
祉
部
　
長
寿
福
祉
課
　
　
22
・
6
8
3
8

　
次
の
も
の
を
持
っ
て
、
口
座
振
替
取
扱
金
融
機
関
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
�

●
持
っ
て
い
く
も
の
�

　
①
介
護
保
険
証
　
②
口
座
振
替
依
頼
書
�

　
③
預
金
通
帳
　
　
④
印
鑑
�

●
取
扱
金
融
機
関
�

　
●
岐
阜
北
農
業
協
同
組
合
 
●
大
垣
共
立
銀
行
 
●
岐
阜
銀
行
�

 
●
十
六
銀
行
 
 
 
 
 
 
●
岐
阜
信
用
金
庫
 
●
郵
便
局
�

か
　
ふ�

※所得段階の区分は次のとおりです。�

〔第1段階〕 老齢福祉年金の受給者で、本人および世帯全員が住民税非課税。�

 生活保護の受給者。�

〔第2段階〕 本人および世帯全員が住民税非課税。�

〔第3段階〕 本人が住民税非課税。（世帯内に住民税課税者がいる場合）�

〔第4段階〕 本人が住民税課税で合計所得金額が250万円未満の方。�

〔第5段階〕 本人が住民税課税で合計所得金額が250万円以上の方。�

7月からは普通徴収が始まります。下記の納期にしたがって納付してください。�

期別 納 期 限
第1段階 第2段階 第3段階 第4段階 第5段階

円 円 円 円 円
1期 07月31日 02,670 04,010 05,350 06,680 07,320
2期 09月01日 02,400 03,600 04,800 06,000 07,300
3期 09月30日 02,400 03,600 04,800 06,000 07,300
4期 10月31日 02,400 03,600 04,800 06,000 07,300
5期 12月01日 02,400 03,600 04,800 06,000 07,300
6期 12月25日 02,400 03,600 04,800 06,000 07,300
7期 02月02日 02,400 03,600 04,800 06,000 07,300
8期 03月01日 02,400 03,600 04,800 06,000 07,300

19,470 29,210 38,950 48,680 58,420年間保険料
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社
会
教
育
課
　
�
36
・
3
3
0
4

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
オ
レ
ゴ
ン
州
フ

ロ
ー
レ
ン
ス
市
か
ら
、
十
八
名
（
十

四
〜
十
七
歳
十
二
名
、
大
人
六
名
）

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
受
け
入
れ
、
国

際
交
流
を
行
い
ま
す
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
、
一

家
庭
二
人
ず
つ
受
け
入
れ
し
て
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

▼
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
期
間

八
月
四

日
（月）
〜
八
月
九
日
（土）

▼
募
集
方
法

山
県
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
備
え
付
け
の
用
紙
に

て
提
出

▼
募
集
締
め
切
り

七
月
十
八
日
（金）

ま
で健

康
課
　
�
22
・
6
8
3
9

現
在
風
し
ん
は
、
乳
幼
児
期
（
一

歳
〜
七
歳
半
）
に
一
回
接
種
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
予
防
接
種

法
の
変
更
に
伴
い
、
一
部
の
年
齢
層

の
風
し
ん
接
種
率
が
全
国
的
に
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。

妊
婦
が
風
し
ん
に
か
か
る
と
、
先

天
的
に
障
害
を
持
っ
た
子
ど
も
が
生

ま
れ
て
く
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま

す
。
風
し
ん
の
予
防
接
種
で
、
九

五
％
の
有
効
率
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
妊
娠
年
齢
に
達

す
る
前
に
予
防
接
種
を
受
け
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

対
象
に
該
当
す
る
人
は
、
接
種
期

限
内
は
公
費
負
担
で
接
種
で
き
ま

す
。（
希
望
者
は
健
康
課
に
て
受
付
）

▼
対
象

昭
和
五
十
四
年
四
月
二
日

生
〜
昭
和
六
十
二
年
十
月
一
日
生

の
人
で
、
今
ま
で
に
風
し
ん
、
ま

た
は
M
M
R
（
麻
し
ん
、
お
た
ふ

く
か
ぜ
、
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
）

の
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
の
な

い
人
。
か
か
っ
た
こ
と
が
な
い
人
。

▼
接
種
期
限

九
月
三
十
日
（火）
ま
で

（
こ
の
期
限
以
降
は
自
己
負
担
に

な
り
ま
す
。）

社
会
福
祉
課
　
�
22
・
6
8
3
7

▼
募
集
人
数

二
名

▼
勤
務
地

市
内
保
育
園

▼
雇
用
期
間

平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

▼
資
格
・
条
件

保
育
士
資
格
を
有
し
、
採
用
後
す

ぐ
に
勤
務
が
で
き
る
方

▼
勤
務
時
間

基
本
的
に
は
、
午
前
八
時
三
十
分

〜
午
後
五
時
十
五
分
の
八
時
間
勤
務

が
で
き
る
方

▼
賃
金

日
額
八
千
四
百
円

▼
申
し
込
み
受
付

七
月
十
五
日
（火）
ま
で
に
履
歴
書
と

資
格
証
明
書
の
写
し
を
総
務
部
秘
書

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

総
合
企
画
課
　
�
22
・
6
8
2
4

平
成
十
五
年
八
月
か
ら
勤
務
で
き

る
臨
時
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

▼
事
務
職
員

●
募
集
人
員

一
名

●
勤
務
地

山
県
市
役
所
　
企
画
部

総
合
企
画
課

●
雇
用
期
間

平
成
十
五
年
八
月
一

日
〜
十
一
月
三
十
日

●
資
格
・
条
件

十
八
歳
以
上
で
パ

ソ
コ
ン
の
心
得
が
あ
る
方

●
勤
務
時
間

午
前
九
時
〜
午
後
三

時（
実
質
五
時
間
）勤
務
を
要
し
な

い
日
は
、土
、日
、祝
日
と
す
る
。

●
勤
務
内
容

各
種
集
計
作
業
事
務

（
パ
ソ
コ
ン
入
力
作
業
を
含
む
）

※
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
七
月
十
五
日
（火）
ま
で
に
総
務
部
秘

書
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
課
　
�
22
・
6
8
3
9

七
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
強
調
月
間
で
す
。

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
更
正
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、地
域
社
会
の
す
べ
て
の
人

が
力
を
合
わ
せ
て
、明
る
い
社
会
を

築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

市
内
に
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
十
五
人
の
保
護
司
が
い
ま

す
。
主
に
、
更
正
援
護
（
保
護
観

察
）
の
実
施
と
、
少
年
院
や
刑
務
所

の
入
所
者
が
円
滑
に
社
会
復
帰
で
き

る
よ
う
「
環
境
調
整
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
地
域

社
会
を
築
く
た
め
犯
罪
予
防
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

山
県
市
の
保
護
司
は
次
の
方
で

す
。

（
敬
称
略
）

鷲
見
　
俊
邦
（
会
長
）

22
・
1
6
6
7

土
田
弥
三
夫
（
副
会
長
）

27
・
2
0
4
0

井
上
　
幸
雄
（
副
会
長
）

54
・
2
1
5
0

服
部
　
伸
司
　
　
27
・
2
5
4
0

杉
山
　
尚
子
　
　
22
・
1
8
6
5

土
田
　
博
己
　
　
22
・
1
0
2
6

福
田
　
純
子
　
　
22
・
3
9
5
2

平
井
　
孝
子
　
　
22
・
3
3
3
7

小
谷
　
　
登
　
　
22
・
3
1
5
0

高
畠
　
悦
子
　
　
22
・
1
4
5
4

佐
村
　
節
子
　
　
36
・
3
1
2
2

柴
田
　
茂
弘
　
　
36
・
3
0
0
5

浅
見
　
豊
治
　
　
52
・
2
5
2
5

藤
根
　
時
洋
　
　
53
・
2
3
2
5

室
戸
　
弘
全
　
　
52
・
1
0
5
4

税
務
課
　
�
22
・
6
8
2
2

新
築
・
増
築
さ
れ
た
家
屋
を
対
象

に
「
家
屋
調
査
」
を
行
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
家
屋
に
対
す
る
固

定
資
産
税
の
評
価
額
を
決
定
す
る
た

め
に
行
う
も
の
で
、
家
屋
の
外
部
・

内
部
に
お
け
る
使
用
材
料
や
仕
上
げ

状
況
な
ど
を
調
査
す
る
も
の
で
す
。

調
査
時
に
は
、
契
約
書
・
建
築
確

認
申
請
書
・
図
面
な
ど
の
提
示
を
必

要
と
し
ま
す
の
で
、
ご
準
備
く
だ
さ

い
。な

お
、
事
前
に
日
時
な
ど
の
ご
連

絡
を
し
ま
す
が
、
立
ち
会
い
を
要
し

ま
す
の
で
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

総
合
企
画
課
　
�
22
・
6
8
2
4

総
合
企
画
課
で
は
、
統
計
調
査
員

の
募
集
を
し
て
お
り
ま
す
。

▼
条
件

指
導
員
　
二
十
五
歳
以
上

調
査
員
　
二
十
歳
以
上

●
秘
密
の
保
護
に
関
し
信
頼
の
お
け

る
方

●
税
務
・
警
察
に
直
接
関
係
な
い
方

●
選
挙
に
直
接
関
係
な
い
方

▼
調
査
名

●
住
宅
・
土
地
統
計
調
査

調
査
期
日
　
十
月
一
日
現
在

●
工
業
統
計
調
査

調
査
期
日
　
十
二
月
三
十
一
日
現

在
く
わ
し
く
は
、
総
合
企
画
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

36
・
3
3
0
4

22
・
6
8
3
9

風
し
ん
の
予
防
接
種
は

お
済
み
で
す
か
？

22
・
6
8
3
9

第
53
回

社
会
を

明
る
く
す
る
運
動

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
募
集

22
・
6
8
3
7

臨
時
保
育
士
募
集

22
・
6
8
2
4

臨
時
職
員
募
集

22
・
6
8
2
2

22
・
6
8
2
4

家
屋
調
査
に
ご
協
力
を

統
計
調
査
員
の
募
集



産
業
振
興
課
　
�
22
・
6
8
3
0

高
富
・
伊
自
良
・
美
山
地
域
の
名

勝
名
跡
や
特
産
品
、
お
店
な
ど
あ
ら

ゆ
る
観
光
資
源
を
生
か
し
て
、
山
県

市
の
魅
力
を
引
き
出
す
「
山
県
市
観

光
協
会
」
を
来
年
四
月
に
発
足
で
き

る
よ
う
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

た
だ
い
ま
、
こ
の
準
備
を
お
手
伝

い
い
た
だ
け
る
お
店
や
個
人
の
方
を

つ
の
っ
て
い
ま
す
。

発
足
す
る
山
県
市
観
光
協
会
で

は
、
市
内
の
お
店
や
イ
ベ
ン
ト
・
季

節
情
報
（
花
の
開
花
・
ホ
タ
ル
な

ど
）
を
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
り
、
市
内
で

行
わ
れ
る
市
民
発
案
の
イ
ベ
ン
ト
や

新
し
い
特
産
づ
く
り
を
応
援
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
参
加
で
ま
ち
づ
く
り
を
「
山

県
市
観
光
協
会
」で
行
っ
て
い
た
だ

け
る
お
店
や
企
業
、団
体
、個
人
の
方

の
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
者
は
、
住
所
・
店
舗
名

（
屋
号
）
・
代
表
者
氏
名
・
職
種
・

電
話
番
号
を
記
入
し
た
も
の
を
郵
送

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
次
の
申
し
込
み
先

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け
ま
す

が
、
八
月
末
ま
で
の
申
し
込
み
者
で

各
地
域
ご
と
に
数
名
の
発
足
準
備
委

16広報やまがた 2003.7

22
・
6
8
3
0

山
県
市
観
光
協
会
の

発
足
に
向
け
て

会
員
を
募
集
中

社
会
福
祉
課
　
�
22
・
6
8
3
7

三
日
里
親
と
は
、
児
童
養
護
施
設

に
入
所
し
て
い
る
児
童
に
温
か
い
家

庭
の
雰
囲
気
を
体
験
し
て
も
ら
う
た

め
、
八
月
二
日
（土）
〜
四
日
（月）
ま
で
の

三
日
間
、
家
庭
で
あ
ず
か
っ
て
い
た

だ
く
も
の
で
す
。

▼
申
し
込
み
先
・
期
間

社
会
福
祉
課
へ
、
七
月
一
日
（火）
〜

十
日
（木）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

健
康
課
　
�
22
・
6
8
3
9

夏
休
み
の
思
い
出
の
ヒ
ト
コ
マ
と

し
て
親
子
で
料
理
作
り
に
参
加
し
ま

せ
ん
か
。

▼
高
富
・
伊
自
良
地
域

●
日
時

七
月
二
十
三
日
（水）

午
前

九
時
三
十
分
〜
十
二
時
三
十
分

●
場
所

保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
対
象

小
学
校
高
学
年
　
先
着
四

十
組

▼
美
山
地
域

●
日
時

八
月
四
日
（月）

午
前
九
時

〜
十
二
時
三
十
分

●
場
所

美
山
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

●
対
象

小
学
校
高
学
年
　
先
着
二

十
組

▼
参
加
費

無
料

▼
申
し
込
み
期
限

七
月
十
八
日
（金）

ま
で
に
健
康
課
へ
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

自
衛
隊
岐
阜
募
集
案
内
所

22
・
6
8
3
7

22
・
6
8
3
9

『
三
日
里
親
』
を
募
集
し
ま
す

母
と
子
の
料
理
教
室

自
衛
官
等
募
集

0
5
8
・
2
6
2
・
1
8
1
8

一般曹候補学生 18歳以上24歳未満 8/4～9/10 9/20
曹候補士 18歳以上27歳未満 8/4～9/10 9/20
2等陸・海・空士（男子） 18歳以上27歳未満 9月中旬まで 9月中旬
2等陸・海・空士（女子） 18歳以上27歳未満 8/4～9/10 9/26、27
航空学生（パイロット） 高卒（見込含）21歳未満 8/4～9/10 9/23
看護学生 高卒（見込含）24歳未満 9/12～10/10 10/19
防衛大学校学生（推薦） 高卒（見込含）21歳未満 9/5～9/9 9/20、21
防衛大学校学生（一般） 高卒（見込含）21歳未満 9/12～10/10 11/8、9
防衛医科大学校学生 高卒（見込含）21歳未満 9/12～10/10 11/1、2

募　集　種　目 受　験　資　格 受 付 期 間 1次試験
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員
を
選
定
し
て
発
足
準
備
会
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
早
め
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
先

〒
五
〇
一
―
二
一
九
二

山
県
市
高
木
一
〇
〇
〇
―
一

山
県
市
役
所
　
産
業
振
興
課
　
山

県
市
観
光
協
会
発
足
準
備
係

22
・
6
8
5
0

高
富
小
学
校
校
舎
お
別
れ
会
実
行
委

員
会

�
22
・
5
5
1
0

高
富
小
学
校
で
は
、
新
校
舎
の
建

築
が
順
調
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、
子

ど
も
た
ち
は
二
学
期
か
ら
新
校
舎
で

勉
強
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

現
在
の
校
舎
は
、
新
校
舎
へ
の
移

転
と
と
も
に
取
り
壊
し
が
行
れ
ま
す
。

こ
の
校
舎
で
学
ん
だ
卒
業
生
や
、
歴

史
あ
る
高
富
小
学
校
の
卒
業
生
の
間

か
ら
「
取
り
壊
し
の
前
に
、
ぜ
ひ
思

い
出
づ
く
り
が
で
き
な
い
も
の
か
」

と
い
う
多
く
の
声
を
い
た
だ
き
、「
高

富
小
学
校
校
舎
お
別
れ
会
実
行
委
員

会
」
を
立
ち
上
げ
、
八
月
二
十
四
日

（日）
の
開
催
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

お
別
れ
会
の
当
日
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
企
画
を
用
意
し
た
い
と
委
員
全
員

が
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の

ひ
と
つ
と
し
て
、「
思
い
出
コ
ー
ナ
ー

（
仮
称
）」
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
高
富
小
学
校
が
で
き
て
か
ら

の
古
い
写
真
や
地
域
の
写
真
、
文
集

な
ど
を
展
示
し
、当
時
を
振
り
返
っ
て

も
ら
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。
皆
さ

ん
の
家
庭
に
あ
る
貴
重
な
写
真
や
資

料
を
お
借
り
し
、展
示
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、お
持
ち
の

方
は
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

高
富
町
公
民
館
　
館
長
　
小
栗
卓
郎

宛
　
山
県
市
高
富
一
二
七
五
―
二

22
・
5
5
1
0

お
借
り
い
た
し
ま
し
た
資
料
は
、

厳
重
に
保
管
し
責
任
を
持
っ
て
お
返

し
い
た
し
ま
す
。

お
別
れ
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

七
月
は
「
青
少
年
の
非
行
問
題
に

取
り
組
む
全
国
強
調
月
間
」
で
す
。

岐
阜
県
で
は
「
大
人
が
変
わ
れ
ば

子
ど
も
も
変
わ
る
」
県
民
運
動
を
実

施
中
で
す
。

青
少
年
の
健
全
な
育
成
は
大
人
一

人
ひ
と
り
の
責
務
で
す
。

地
域
・
家
庭
が
一
体
と
な
っ
て
無

限
の
可
能
性
を
秘
め
た
青
少
年
の
健

や
か
な
成
長
の
た
め
の
社
会
環
境
づ

く
り
に
努
め
、
青
少
年
の
非
行
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

岐
阜
検
察
審
査
会
事
務
局

�
0
5
8
・
2
6
2
・
5
1
2
1

検
察
審
査
会
は
、
今
年
七
月
十
二

日
で
検
察
審
査
会
法
施
行
五
十
五
周

年
を
迎
え
ま
す
。

検
察
官
が
被
疑
者
（
犯
人
と
思
わ

れ
る
人
）
を
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た

こ
と
（
不
起
訴
処
分
）
の
よ
し
あ
し

を
、
国
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ

た
十
一
人
の
検
察
審
査
員
が
審
査
す

る
、
そ
れ
が
検
察
審
査
会
制
度
で

す
。
く
わ
し
く
は
岐
阜
検
察
審
査
会

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

県
健
康
福
祉
環
境
部
水
環
境
室

�
0
5
8
・
2
7
2
・
1
1
1
1

（
内
線
2
6
9
8
）

最
近
、
県
内
で
一
般
家
庭
の
屋
外

タ
ン
ク
か
ら
灯
油
を
小
分
け
す
る
際

に
、
バ
ル
ブ
を
閉
め
忘
れ
た
り
し
て

河
川
に
流
出
す
る
事
故
が
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。
水
質
汚
濁
事
故
は
、

工
場
・
事
業
場
が
原
因
と
な
っ
て
発

生
す
る
だ
け
で
な
く
、
皆
さ
ん
も
原

因
者
と
な
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が

自
覚
を
持
っ
て
美
し
い
川
を
守
っ
て

い
く
た
め
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

「
青
少
年
の
非
行
問
題
に

取
り
組
む
全
国

強
調
月
間
」

22
・
5
5
1
0

高
富
小
学
校
校
舎
お
別
れ
会

問い合わせ先　産業振興課　　22・6830

�
�
�
■資格　当日浴衣で参加でき、現地まで保護者などが引率
できる7月1日現在で3歳から8歳までの児童�
■申し込み期限　7月15日（火）�
■募集人員　20人（応募者多数の場合抽選により決定）�
■応募方法　はがきに住所、氏名（本人、保護者とも）

連絡先、電話番号をご記入のうえ、
市役所産業振興課まで郵送して
ください。直接お越しいただい
ても結構です。�
�

�

�
�
�
　平成15年8月10日（日）午後1時～午後5時�
（午前中リハーサル）�
1ステージ30分程度、アカペラ、楽器演奏、演舞、コーラス、
手品、劇など�
　チラシに明記して宣伝いたします。�
■資格　公民館活動や市民グループ、学校など現地で、各
自準備発表できる方�
■申し込み期限　7月15日（火）�
■募集団体数　6組（応募者多数の場合抽選により決定）�
　市役所、各公民館に申し込み用紙がありますので必要事
項を記入のうえ、市役所産業振興課まで提出ください。�

0
5
8
・
2
6
2
・
5
1
2
1

0
5
8
・
2
7
2
・
1
1
1
1

五
十
五
周
年
を

迎
え
た
検
察
審
査
会

水
質
汚
濁
事
故
に
注
意
！

FAX
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住
宅
金
融
公
庫
名
古
屋
支
店

�
0
5
2
・
2
6
3
・
2
9
0
0

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
七
月
二
日

（水）
か
ら
九
月
一
日
(月)
ま
で
第
二
回
個

人
向
け
融
資
（
マ
イ
ホ
ー
ム
新
築
、

マ
ン
シ
ョ
ン
、
建
売
）
を
受
け
付
け

ま
す
。
な
お
、
リ
フ
ォ
ー
ム
融
資
は

平
成
十
六
年
三
月
二
十
二
日
ま
で
受

け
付
け
中
で
す
。
く
わ
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

桜
美
寮
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

�
36
・
2
0
1
3

「
紙
オ
ム
ツ
の
種
類
と
効
果
的
な

使
用
法
に
つ
い
て
」
の
講
義
と
同
時

に
自
助
具
の
展
示
・
説
明
も
行
い
ま

す
。

▼
日
時

七
月
十
三
日
（日）

午
前
十
時
〜
十
二
時

▼
場
所

桜
美
寮
（
藤
倉
一
〇
五
―

一
）

先
着
二
十
名
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
事
前
に
電
話
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。管

理
課
　
�
22
・
6
8
3
1

「
サ
ン
セ
イ
ス
美
山
」
に
入
居
さ

れ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

▼
場
所

岩
佐
六
三
六

▼
募
集
戸
数

公
営
住
宅
一
戸
　
三

L
D
K
（
七
二
・
一
七
m2
）

▼
家
賃

三
万
円
程
度
（
収
入
金
額

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。）

▼
入
居
資
格

◎
同
居
し
て
い
る
か
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
（
婚
約
者
な
ど
）
が
あ

る
こ
と
。

◎
政
令
で
定
め
る
所
得
金
額
が
月
額

二
十
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

◎
現
在
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
。

◎
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ

と
。

▼
入
居
時
期

平
成
十
五
年
八
月
予

定
▼
申
し
込
み
方
法

申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
管
理
課
へ
提
出

▼
申
し
込
み
期
限

平
成
十
五
年
七

月
十
四
日
(月)
（
必
着
）

▼
選
考
の
概
略

入
居
希
望
者
が
多

数
の
場
合
は
、
困
窮
の
実
情
を
調

査
し
、
条
件
が
同
等
で
あ
れ
ば
抽

選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

▼
そ
の
他

電
化
住
宅
の
た
め
、
ガ

ス
調
理
器
は
使
え
ま
せ
ん
。
く
わ

し
く
は
、
管
理
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

産
業
振
興
課
　
�
22
・
6
8
3
0

県
民
主
体
の
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
す

る
た
め
、「
花
の
都
ぎ
ふ
祭
り
」
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
イ
ベ
ン
ト
の
運

営
や
活
動
に
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

▼
応
募
資
格

花
の
好
き
な
方
、
花

に
興
味
の
あ
る
方

▼
主
な
活
動
内
容

一
、
花
の
名
所
ガ
イ
ド

地
域
に
咲
く
花
を
紹
介
す
る
ガ

イ
ド

二
、
観
光
地
の
歴
史
、
文
化
の
説
明

地
域
の
名
所
旧
跡
の
説
明

三
、
花
か
ざ
り
、
花
の
植
栽

自
宅
、
地
域
等
で
の
花
か
ざ
り

四
、
フ
ラ
ワ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
教

室
等
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

花
の
都
ぎ
ふ
祭
り
イ
ベ
ン
ト
会

場
に
お
け
る
花
か
ざ
り
や
フ
ラ
ワ

ー
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
演
、
花
の
都

ぎ
ふ
祭
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
花

に
関
す
る
研
修
会
講
師

五
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
開
催

県
・
市
町
村
イ
ベ
ン
ト
等
に
は

花
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
提

案
し
、
主
催
者
に
受
け
入
れ
ら
れ

れ
ば
自
ら
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

六
、
花
の
都
ぎ
ふ
祭
り
イ
ベ
ン
ト
の

応
援花

街
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
市
町

村
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
会
場
受
付
、

チ
ラ
シ
配
布
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
聞
き
取
り
、
会
場
内
誘
導
、
会

場
清
掃
、
草
刈
り
、
花
か
ざ
り
、

準
備
・
後
片
づ
け

22
・
6
8
3
1

22
・
6
8
3
0

36
・
2
0
1
3

0
5
2
・
2
6
3
・
2
9
0
0

住
宅
金
融
公
庫

第
二
回
受
付
の
お
知
ら
せ

花
の
都
ぎ
ふ
祭
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

第
三
回
介
護
者
の
集
い

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

7月05日（土） 七夕会 10：30～
7月12日（土） 切り絵 13：30～
7月23日（水） 切り絵 13：30～
7月24日（木） パンフラワー 9：30～

持ち物　材料費200円
7月29日（火） カロムで遊ぼう 10：30～
7月31日（木） パン教室 13：00～

持ち物　材料費200円、お茶、
エプロン、ハンカチ

■参加希望者は、1日午前9時より申込受付
を開始します。
※定員になり次第締め切らさせていただきます。

7月05日（土） 七夕会 13：30～
持ち物　タオル、お茶

7月23日（水） 一輪車にのろう 10：00～
持ち物　タオル、お茶、帽子

7月24日（木） クラフトテープでかごを編もう

9：30～
持ち物　材料費 200 円、ボン

ド、お茶、せんたくば
さみ5個

7月25日（金） 切り絵A 10：00～
持ち物　お茶、色紙一枚

7月28日（月） かごを編もうの続き 9：30～
7月29日（木） シューティングゲーム 10：00～

持ち物　タオル、お茶
7月30日（水） 水てっぽうであそぼう 10：00～

持ち物　お茶、帽子、着替え、
ビニール袋、台所洗
剤空容器、タオル

7月31日（木） ドミノならべ

持ち物　お茶
■参加希望者は、1日午前9時より申込受付
を開始します。
※定員になり次第締め切らさせていただきます。

子どもげんきはうす　　23・2323

高富児童館　　22・4750
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▼
募
集
期
間

平
成
十
七
年
三
月
ま

で
▼
特
典

会
員
証
・
会
報
の
送
付
な

どこ
の
宝
く
じ
の
収
益
は
市
町
村
の

明
る
く
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に

使
わ
れ
ま
す
。
一
等
、
前
後
賞
合
わ

せ
て
三
億
円
、
二
等
も
一
億
円
。
発

売
期
間
は
、
七
月
十
四
日
（月）
か
ら
八

月
一
日
（金）
ま
で
で
す
。

（社）
岐
阜
青
年
会
議
所

�
0
5
8
・
2
6
4
・
8
0
9
0

▼
日
時

八
月
一
日
（金）

開
場
　
午
後
五
時
三
十
分

開
演
　
午
後
六
時

▼
場
所

岐
阜
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
前

長
良
川
河
原
特
設
舞
台

▼
入
場
料

無
料
（
入
場
整
理
券
は

発
行
し
ま
せ
ん
）

▼
演
目
・
演
者

能
　
養
老
　
観
世
銕
之
丞

狂
言
　
鈍
太
郎
　
井
上
祐
一

舞
囃
子
　
班
女
　
観
世
栄
夫

能
を
わ
か
り
や
す
く
鑑
賞
い
た
だ

け
る
よ
う
会
場
内
で
は
、
演
目
中
に

無
料
の
F
M
ラ
ジ
オ
解
説
サ
ー
ビ
ス

を
行
い
ま
す
。

岐
阜
県
図
書
館
企
画
情
報
課

�
0
5
8
・
2
7
5
・
5
1
1
1

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
普
段
図
書
館

開
館
中
に
な
か
な
か
利
用
で
き
な
い
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
や
、
遠
方
の
方
々
に
、

県
図
書
館
を
も
っ
と
活
用
し
て
も
ら

お
う
と
、
岐
阜
県
と
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
が
協
働
し
て
始
め
た
全
国

初
の
試
み
で
す
。

自
宅
や
会
社
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
県
図
書
館
の
蔵
書
を
検
索
し
て
貸

し
出
し
の
申
し
込
み
を
す
る
と
、
指

定
し
た
最
寄
り
の
コ
ン
ビ
ニ
で
好
き

な
と
き
に
図
書
を
受
け
取
り
返
却
で

き
る
と
い
う
も
の
で
す
。

く
わ
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

（http：//cds.library.pref.gifu.jp
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佐　野

高　富
な お り

あおい

れい な

佐　賀
はる

人
と

東深瀬
げん じ

東深瀬
ゆ い

しょうや

ま ゆ

西深瀬
み な

かざ

実
ね

高　木
か ほ

の こ

伊佐美
はる と

大　桑
たえ

洞　田
しょうや

藤　倉
あか ね

青　波
め い

岩　佐
ゆう

貴
き

高　富

佐　賀

東深瀬
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4月届出分
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この欄は、山県市役所本庁または支所の窓口で届出をされ
た、本市に住民登録がある方を掲載しています。
※本市に住民登録があり他の市区町村で届出をされ、掲載をご
希望の方は市民課までご連絡ください。（ 22・6827）
※7月1日より、本市に住民登録がある方の出生、死亡の届出に
ついては、新聞各社にその情報を提供することにしました。届
出の際には、広報掲載の可否とあわせて新聞掲載の可否につ
いても確認させていただきますので、ご理解をお願いします。
○情報提供先の新聞社（●出生の届出…岐阜新聞、●死亡の届
出…岐阜新聞・中日新聞・毎日新聞・読売新聞・朝日新聞）

山県市届出分のみ掲載
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第
十
七
回

長
良
川
薪
能

た
き
ぎ
の
う

　いよいよ夏本番です。海やプール、河川などに行く機会も増え
ると思いますが、水の事故には十分注意してください。�
�
●準備体操をする�
●子供だけで水遊びをさせない�
●自己の泳力を過信しない�
●服を着たままで水に入らない�
●危険な飛び込みはしない�
●飲酒状態で水に入らない�
�
●周りの人に知らせ、助けを呼ぶ�
●長い棒などを使って助ける�
●クーラーボックスやペットボトルを浮き輪のかわりにする��

　消防署では、人口呼吸や心臓マッサージの講習を行っています
ので気軽にお申し込みください。�

■問い合わせ先　南消防署　　22・0119�
　　　　　　　　北消防署　　55・2119

�

コ
ン
ビ
ニ
図
書

デ
リ
バ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ



今
回
は
市
の
最
北
部
で
、
北
山
、
葛
原
、
谷

合
地
区
と
北
武
芸
地
区
の
一
部
で
構
成
さ
れ

た
、
い
わ
桜
小
学
校
区
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
校
区
は
、
林
業
や
製
材
業
な
ど
が
盛
ん

で
す
が
、
そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
北
部
に
尾

根
を
連
ね
、
豊
か
な
森
林
資
源
を
抱
え
る
千
�

級
の
山
々
で
す
。
そ
の
中
で
も
舟
伏
山
は
登
山

道
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
春
か
ら
秋
に

か
け
て
気
軽
な
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が
楽
し
め
、
山

頂
ま
で
登
れ
ば
、
晴
れ
た
日
に
は
遠
く
伊
勢
湾

を
望
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

武
儀
川
の
支
流
で
あ
る
神
崎
川
と
豊
富
な
湧

き
水
を
誇
る
円
原
川
の
清
流
は
、
川
底
の
石
が

見
え
る
ほ
ど
美
し
く
澄
み
き
り
、
シ
ー
ズ
ン
中

は
釣
り
フ
ァ

ン
、
夏
休

み
に
は
川
遊

び
に
訪
れ
る

家
族
連
れ

な
ど
で
た
い

へ
ん
に
ぎ
わ

い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
を
満
喫
し
た
後
は
、
満
天
の
星

空
の
下
の
ん
び
り
と
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。

市
営
の
宿
泊
施
設
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
み
や
ま
に

は
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
二
十
棟
、
ロ
ッ
ジ
五
棟
を
備

え
た
キ
ャ
ン
プ
場
と
キ
ッ
チ
ン
、
バ
ス
、
ト
イ

レ
な
ど
を
完
備
し
、
別
荘
感
覚
を
味
わ
え
る
二

階
建
て
の
宿
泊
棟
八
棟
を
備
え
た
コ
テ
ー
ジ
村

が
あ
り
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
場
に
は
パ
タ
ー
ゴ
ル

フ
場
や
一
六
七
　
の
ロ
ン
グ
滑
り
台
、
コ
テ
ー

ジ
村
に
は
芝
生
広
場
が
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
遊
び

足
り
な
い
人
も
充
分
に
満
足
で
き
ま
す
。

校
区
内
の
公
共
施
設
に
は
、
美
山
支
所
、
北

消
防
署
、
老
人
ホ
ー
ム
美
山
荘
な
ど
の
ほ
か
、

不
燃
ゴ
ミ
や
粗
大
ゴ
ミ
の
処
理
を
行
っ
て
い
る

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
山
林
や
農
作
業
で
使
わ

れ
た
昔
の
道
具
な
ど
を
民
俗
資
料
と
し
て
展
示

し
て
い
る
み
や
ま
ジ
ョ
イ
フ
ル
倶
楽
部
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
主
に
野
球
場
と
し
て
使
わ
れ
る

美
山
総
合
運
動
場
を
は
じ
め
、
美
山
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
、
旧
葛
原
小
学
校
の
施
設
を
利
用
し
た
葛

原
運
動
場
・
体
育
館
、
美
山
プ
ー
ル
と
た
く
さ

ん
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
あ
り
、
だ
れ
も
が
気
軽

に
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
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いわ桜小学校区�

さ
ま
ざ
ま
な
公
共
施
設
が
充
実

豊
か
な
森
と
水
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▼
夏
に
な
る
と
不
思
議
に
思
う
こ
と
。
子
供
こ
ろ
は

扇
風
機
で
大
丈
夫
だ
っ
た
の
に
、今
は
ク
ー
ラ
ー
が

な
い
と
一
日
が
乗
り
き
れ
な
い
こ
と
。
都
会
で
は
ク

ー
ラ
ー
の
室
外
機
が
出
す
熱
風
が
、さ
ら
に
都
市
の

温
度
を
上
げ
る
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
と
い
う
の

が
あ
る
そ
う
で
す
が
、自
然
い
っ
ぱ
い
の
わ
が
家
は

そ
ん
な
こ
と
は
無
縁
の
は
ず
。
な
の
に
、こ
ん
な
に

暑
い
と
感
じ
る
の
は
ど
う
し
て
。
や
は
り
、地
球
全

体
の
温
暖
化
の
せ
い
？
そ
れ
と
も
ク
ー
ラ
ー
の
あ
る

生
活
に
体
が
慣
れ
き
っ
て
し
ま
っ
た
せ
い
で
し
ょ
う

か
。
健
康
の
た
め
毎
年
な
る
べ
く
ク
ー
ラ
ー
に
頼
ら

な
い
生
活
を
送
ろ
う
と
決
意
し
な
が
ら
、つ
い
つ
い

リ
モ
コ
ン
の
ス
イ
ッ
チ
に
手
が
伸
び
て
し
ま
い
ま
す
。

せ
め
て
今
年
は
、つ
け
っ
ぱ
な
し
で
寝
て
し
ま
う
こ

と
の
無
い
よ
う
気
を
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。（
O
N
）

▼
最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
」
と
い

う
言
葉
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
と
効
率
性
優

先
の
社
会
を
見
直
し
、ゆ
っ
た
り
、ゆ
っ
く
り
、ゆ
た

か
に
過
ご
そ
う
と
い
う
こ
と
が
テ
ー
マ
で
す
。

具
体
的
に
は
ゆ
っ
く
り
と
じ
っ
く
り
一
生
涯
か
け

て
勉
強
す
る
、移
動
手
段
を
ゆ
っ
く
り
に
な
る
が
車

か
ら
歩
行
に
す
る
だ
け
で
健
康
に
な
る
な
ど
、積
み

重
ね
の
価
値
を
大
事
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

仕
事
な
ど
で
は
「
ス
ロ
ー
」
と
い
う
わ
け
に
は
い

き
ま
せ
ん
が
、プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
ゆ
っ
く
り
と
考

え
る
時
間
を
持
ち
な
が
ら
深
み
の
あ
る
生
活
を
送
っ

て
み
た
い
も
の
で
す
ね
。(

T)
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